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右
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［
用
語
］ 

悪
敷

あ

し

く

…
け
し
か
ら
ぬ
。
不
快
な
。
よ
く
な
い
行
い
、
ま
た
は
状
態
。 

分
ケ
郷
…
村
が
複
数
の
領
主
に
分
割
さ
れ
る
こ
と
。
分
郷
と
も
。 

越
石

こ
し
こ
く

…
知
行
を
割
渡
す
際
、
所
定
の
石
高
に
不
足
が
あ
る
時
、
他
領
主
支
配
の
村
か
ら
不
足
分
を
分 

け
て
補
っ
た
こ
と
。
十
石
以
下
で
あ
れ
ば
分
郷
も
で
き
な
い
の
で
隣
村
か
ら
そ
の
不
足
分

を
物
成
と
し
て
渡
し
て
も
ら
う
。
十
石
以
上
に
な
れ
ば
分
郷
で
き
る
の
で
越
石
は
し
な
い
。 

出
作

で

さ

く

…
他
村
に
あ
る
田
畑
に
出
向
い
て
耕
作
す
る
こ
と
。↔

入
作 

小
物
成
…
小
年
貢
と
も
。
本
年
貢
以
外
の
雑
税
の
総
称
。 

 
 
 

［
解
説
］ 

全
八
回
に
わ
た
っ
て
紹
介
し
ま
し
た
『
村
明
細
』
も
今
回
で
最
終
回
を
迎
え
ま
す
。
最
初
に
武

蔵
野
台
地
の
土
壌
の
性
質
、
次
に
耕
作
以
外
の
収
入
の
有
無
、
村
の
知
行
の
形
態
、
出
作
入
作
・

穢
多
非
人
の
有
無
な
ど
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
よ
り
六
十
年
後
の
文
政
四
（18

21

）
年
の
村

明
細
で
は
、
「
農
業
之
外
男
は
江
戸
へ
炭
・
薪
を
売
り
に
行
き
、
馬
を
持
た
な
い
者
は
日
雇
い
稼

ぎ
、
く
つ
・
わ
ら
じ
な
ど
を
作
り
、
女
は
木
綿
で
機
織
り
」
と
の
記
載
が
見
ら
れ
ま
す
。
更
に
農

間
渡
世
と
し
て
「
商
売
家
十
三
軒
」
（
酒
・
酢
・
醤
油
・
灯
油
・
紙
・
蝋
燭
・
小
間
物
類
・
草

履
・
草
鞋
・
飴
菓
子
・
塩
魚
等
）
、
「
諸
職
人
十
二
人
」
（
大
工
・
木
挽
・
屋
根
裏
・
桶
屋
）
、

僧
九
人
、
座
頭
一
人
、
瞽
女
一
人
と
、
職
種
の
幅
が
広
が
り
、
村
に
商
業
活
動
の
波
が
押
し
寄
せ

て
い
る
実
態
が
わ
か
り
ま
す
。
ご
興
味
の
あ
る
方
は
『
小
平
市
史
料
集
第
一
集
―
村
明
細
帳
・
地

誌
・
家
数
人
別
帳
―
』
を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。 

 

次
に
文
字
を
み
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

「
当
」
は
今
迄
も
何
度
か
登
場
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は

異
体
字
「
當
」
の
く
ず
し
字
で
す
。

「
ニ
而て

」

「
惣
而

す

べ

て

」
の
「
而
」
は
平
仮
名
「
る
」

の
様
に
見
え
ま
す
。

「
故
」
は
難
解
で
す
ね
。

「
処
」、

「
殿
」
な
ど
に
近
似
し
て



い
ま
す
が
、
最
終
画
の
筆
遣
い
（
故
は
上
向
き
、
殿
は
下
向
き
）
な
ど
が
判
別
の
ヒ
ン
ト
と
な
り
ま

す
。 

「
郷
」
は
一
見
す
る
と 

「
江
」
に
見
え
ま
す
。
前
後
の
文
脈
で
判
断
し
ま
し

ょ
う
。

「
穢
」
も
難
解
で
す
。
分
解
す
る
と
「
禾
」
扁
に
旁
が
「
止
」「
来
」
の
様
に
見
え

ま
す
が
、
こ
れ
は
く
ず
し
字
的
に
「
止
」「
成
」
か
ら
形
成
さ
れ
ま
す
。「
成
」
は 

 

の
他
、 

と
も
表
し
、
こ
れ
は

「
来
」
に
酷
似
し
て
い
ま
す
の
で
、
注
意
が
必
要
で
す
。
こ
れ

も
最
終
画
の
「
点
」
の
有
無
で
判
断
で
き
る
場
合
も
あ
り
ま
す
が
、
や
は
り
前
後
の
文
脈
で
判
断
す

る
こ
と
が
大
事
で
す
。 

「
品
」
も
独
特
で
す
が
こ
の
形
が
典
型
的
な
く
ず
し
字
で
す
。
こ
の
ま
ま
覚
え
ま
し
ょ
う
。 
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